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東芝インフラシステムズ株式会社 
セキュリティ・自動化システム事業部 小向工場

倉庫運用管理システム（WES）

川崎ＣＮブランド2023

●人／機械／システムのデータを「見える化」「分析」
「最適化」する倉庫運用管理システム。

●複雑に変化する倉庫の状況にあわせて、最適な運用
管理と業務実行をサポートすることで、機器の運用
効率アップを実現し、消費電力を削減。

●倉庫内のロボットエリアと人の作業スペースの効率
的な配置や、倉庫全体のシステムの再構築により、
更なる消費電力の削減も期待できる。

●標準的なロボット倉庫の構成と運用を想定した場合に、システムを構成する部分について、
導入前と比較して約９％のCO2を削減

製品・技術の概要

ライフサイクルCO2削減効果

製品を通じた社会への波及効果
●物流倉庫の効率化により、物流サービスの利用者である市民の負担なく、環境負荷の
低減が実現できる。

機器の運用を効率化し、消費電力を削減
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製品・技術部門

弊社の倉庫管理システムは、物流倉庫に導入され、倉庫内
の人と機械の作業の効率運用をサポートすることで、省電
力や省スペースを実現します。

川崎市の企業として、これからもカーボンニュートラルの
実現に向けた活動に取り組んでいきます。

業務内容
電波機器、セキュリティ自動化機器等の開発・
設計・製造・保守
https://www.global.toshiba/jp/company/
infrastructure.html

企業からのコメント

お問い合わせ先
東芝インフラシステムズ株式会社 小向事業所
〒212-8581 川崎市幸区小向東芝町１番地
Tel 044-548-5003

川崎ＣＮブランド等推進協議会
川崎市と産業支援団体等※で構成され、川崎発の脱炭素化に向けた取組を企業、市民及び行政の協働により推進しています。

「川崎CNブランド」「川崎メカニズム認証制度」の認定・認証を行うとともに、川崎CNブランドの前身の「低CO2川崎
ブランド」を含めて認定製品等の普及促進に向けた取組を行っています。
※川崎CNブランド等推進協議会は、川崎商工会議所、（公財）川崎市産業振興財団、（特非）産業・環境創造リエゾンセンター、川崎信用金庫、
川崎市で構成しています。

低ＣＯ２川崎ブランド
ライフサイクル全体でCO2削減に貢献する川崎発の製品・技術等を高く評価し、発信する
制度として2009年度から開始した制度です。

我が国の産業をけん引する企業が集積する川崎市において、ライフサイクル全体でのCO2
削減という考え方をいち早く取り入れており、2022年度までの14年間で126件の製品・
技術、サービスを認定してきました。

川崎メカニズム認証制度
川崎メカニズム認証制度は、製品・技術、サービスのライフサイクルでの CO2削減量を「見える化」
するとともに、「市域外での温室効果ガス削減に貢献する量（域外貢献量）」を認証する制度です。

「川崎CNブランド」と「川崎メカニズム認証制度」は同時申請が可能であり、両制度を通じて、
川崎の特徴・強みを活かした地球温暖化対策の推進を図っていきたいと考えています。

普及促進に向けた取組
認定製品等のポスターの作成や展示会での出展を通じて認定製品の情報発信を行っています。

花王株式会社　川崎工場
市内商業施設において、イベントを開催し、2022年度低CO2川崎
ブランド大賞製品の「アタックZERO」や認定式の様子の紹介等を
実施

認定事業者における普及啓発事例

川崎メカニズム ロゴマーク

低CO2川崎ブランド ロゴマーク
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